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阿
南
市
の
音
楽
文
化
の
中
で
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
自
負
す
る
、

「
阿
南
市
合
唱
祭
」
発
足
の
経
緯
と
歴
史

に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
い
。

　

平
成
18
年
の
阿
南
市
・
羽
ノ
浦
町
・
那

賀
川
町
の
合
併
を
記
念
し
て
、
同
年
３
月

12
日
㈰
に
「
合
併
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
た
。
当
時
、
阿
南
市
内
に
は

「
阿
南
合
唱
団
」、「
ぎ
ん
の
鈴
」、「
レ
デ

ィ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」、「
聖
母
幼
稚
園
合

唱
部
」
の
４
団
体
が
あ
っ
た
が
、
合
併
に

よ
り
「
コ
ー
ル
羽
ノ
浦
」、「
ブ
ル
ー
ス
カ

イ
」、「
那
賀
川
童
謡
を
歌
う
会
」
が
加
わ

り
、
７
団
体
と
な
っ
た
。
阿
南
市
に
は
、

当
時
も
今
も
県
下
に
誇
る
唯
一
の
音
楽

ホ
ー
ル
が
あ
り
、
記
念
行
事
の
開
催
に
は

最
適
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
阿
南
市
内
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
市
民
会
館
で
大
々
的
に
行
わ
れ
て
い

た
が
、
合
唱
は
高
齢
者
中
心
の
趣
味
の
会

で
あ
り
、
相
互
の
連
携
や
発
表
会
を
通
じ

あ
な
ん文

化
紀
行

あ
な
ん
文
化
紀
行
は
　
　
　
　

偶
数
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

「
阿
南
市
合
唱
祭
」の
経
緯

�

阿
南
合
唱
団  
団
長　

近
藤
　
博
之

第12回

た
一
般
市
民
と
の
交
流
も
全
く
な
い
状
態

だ
っ
た
。
今
般
の
市
町
合
併
で
、
那
賀
川

を
挟
ん
だ
両
岸
に
先
祖
代
々
住
ん
で
き
た

人
た
ち
が
、
新
生
阿
南
市
と
し
て
出
発
す

る
こ
と
を
祝
い
、
各
合
唱
団
お
よ
び
一
般

市
民
の
方
々
と
合
唱
を
通
じ
た
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
合
併
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
各
合
唱
団
と
も

大
変
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
市
民
の

方
々
の
反
応
も
良
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を

第
１
回
と
す
る
「
阿
南
市
合
唱
祭
」
と
し

て
、
翌
年
以
降
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
と
り
わ
け
、
ほ
と
ん
ど
の
合
唱
団

が
「
夢
ホ
ー
ル
」
の
舞
台
に
立
つ
の
は
初

め
て
で
、
そ
の
響
き
の
心
地
よ
さ
を
実
感

し
た
こ
と
も
、
こ
の
動
き
を
後
押
し
し

た
。
観
客
動
員
に
は
、
全
出
場
者
が
熱
意

を
持
っ
て
勧
誘
し
た
結
果
、
第
１
回
約
４

０
０
人
、
第
２
回
約
４
５
０
人
の
来
場
者

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
３
回
か
ら
は
、
大
勢
の
来
場
者
に
対

し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
拙
い
合
唱
で
は
申
し

訳
な
い
と
い
う
反
省
か
ら
、
徳
島
県
を
代

表
す
る
合
唱
団
を
特
別
出
演
と
し
て
招

き
、
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴
い
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
こ
の
効
果
は
大

き
く
、
第
４
回
以
降
は
、
ほ
ぼ
安
定
し
て

５
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
実
績
が
阿
南
市
当
局

に
も
認
め
ら
れ
、
第
７
回
ま
で
は
「
阿
南

市
後
援
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
第
８
回
以

降
は
「
阿
南
市
と
の
共
催
事
業
」
と
な
っ

た
。

　

毎
回
出
演
を
お
願
い
し
て
い
る
県
下
有

数
の
各
合
唱
団
も
、
阿
南
の
「
夢
ホ
ー

ル
」
で
30
分
も
発
表
で
き
る
こ
と
を
大
い

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
県
下
唯
一

の
音
楽
ホ
ー
ル
を
持
つ
あ
り
が
た
さ
を
、

改
め
て
実
感
す
る
次
第
だ
。
ホ
ー
ル
建
設

当
時
に
、「
県
下
に
自
慢
で
き
る
施
設
を

作
ろ
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
音
楽

ホ
ー
ル
を
選
ん
だ
こ
と
は
、
先
見
の
明
が

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
、「
合
唱
祭
」

が
各
合
唱
団
活
動
の
大
き
な
柱
に
な
る
と

と
も
に
、
市
民
が
合
唱
に
接
す
る
機
会
と

な
り
、
合
唱
団
へ
の
入
会
を
希
望
す
る
契

機
に
も
な
っ
て
い
る
。
14
年
続
い
た
こ
の

行
事
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
も
含
め
て
３

年
連
続
で
中
止
と
な
っ
た
が
、「
阿
南
市

合
唱
祭
」
が
今
後
と
も
、
阿
南
市
の
音
楽

文
化
の
礎
の
一
つ
で
あ
り
続
け
る
こ
と

を
、
切
に
願
っ
て
い
る
。

●令和4年度科学センター理科学習が開始！令和4年度科学センター理科学習が開始！


